
第４回 東京湾シンポジウム
開催のご案内

開催日時 平成１５年２月２２日（土）
９：５０～１７：３０

プログラム 裏面参照

開催場所 パシフィコ横浜 会議センター 301-302号室
（ 〒220-0012 横浜市西区みなとみらい１-１-１ 電話045-221-2155）

会 費 無料

申 込 先 下記までFAXまたはE-mailにて
氏名・所属先・連絡先住所・電話・
ファックス・E-mailを明記の上、お申込ください。

東京湾シンポジウム事務局： 古川・小菅
〒239-0826 神奈川県横須賀市長瀬3-1-1
国土技術政策総合研究所 沿岸海洋研究部
海洋環境研究室
電話 046-844-5023 FAX 046-844-1145
E-mail： furukawa-k92y2@ysk.nilim.go.jp

申込締切 平成14年3月12日（火）
定 員 300名
主 催 国土交通省国土技術政策総合研究所・運輸施設整備事業団

過去のシンポジウム情報

http://www.nilim.go.jp （データベース→港湾環境情報）

国土技術政策総合研究所では、美しく憩える東京湾を取り戻すために、基礎的な環境デ
ータの取得による現況の把握、モデルによる環境の変化の予測技術の開発を通して、環境
施策の提言を目指した研究を行っています。その中で、広く関係者と情報を共有し、より
よい研究を遂行するために東京湾シンポジウムを開催しており、第4回を迎えた今回は、
東京湾における生態系再生のヒントを得るべく、午前（第1部）においては、生態系再生
のプロジェクト例およびその評価方法について国内外の研究者より紹介いただきます。午
後（第2部）においては、「内湾域の環境管理のためのモニタリングモデルワークショッ
プ」として、様々な角度からの環境のモデル化の事例や、環境管理についての議論を紹介
していただくとともに、そうした科学的議論における役割分担等について総合的な討論を
おこなうことを予定しております。



１．開会挨拶

国土技術政策総合研究所（国総研） 副所長 福手勤

２．趣旨説明

国総研沿岸海洋研究部海洋環境研究室長 古川恵太

３．第1部：生態系再生の試みとその評価
「豪州における生態系再生の試み」

豪州ニューサウスウェールズ大学教授 Ron Cox
「マングローブ生態系再生の試み」

国際マングローブ生態系協会事務局長 馬場 繁幸

「環境の経済的評価方法」

国総研沿岸海洋研究部沿岸域システム研究室長 鈴木武

「環境の生態学的評価方法」

鹿島建設技術研究所環境技術研究部水域環境グループ長 田中昌宏

４．休憩

５．主催者挨拶

運輸施設整備事業団基礎研究課長

６．第2部：内湾域の環境管理のためのモニタリング・モデルワークショップ
①日向博文 国総研沿岸海洋研究部

②粕谷智之 運輸施設整備事業団

③柳哲雄 九州大学応用力学研究所

④石丸隆 東京水産大学海洋環境学科生物環境化学講座

⑤坂井伸一 （財）電力中央研究所我孫子研究所環境科学部

⑥宮澤泰正 地球フロンティア研究システム気候変動予測研究領域

⑦浜口昌巳 （独）水産総合研究センタ－瀬戸内海区水産研究所

（第2部途中に10-20分の休憩あり）

７．第3部：総合討論
進行：古川恵太国総研沿岸海洋研究部

パネラー：第2部の講演者
「これから目指すべきモデルの方向性と役割分担」

８．閉会挨拶

国総研沿岸海洋研究部沿岸海洋研究部長 細川恭史

終 了

（敬称略）

（各講演の演題、講演者については予告無く変更する場合があります。悪しからずご
了承ください。）
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ＦＡＸ送信先：０４６－８４４－１１４５
事務局・国総研沿岸海洋研究部海洋環境研究室古川・小菅宛

第4回東京湾シンポジウム参加申込書
平成14年2月22日（土）に開催される

第4回東京湾シンポジウムに参加希望します。

〒連絡先住所
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氏名
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